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〈 先施工・後施工 共通 〉

　① コラム固定用：インパクトレンチ

　② インパクトレンチ用ソケット：ナット平径46㎜

〈 後施工の場合のみ使用 〉

　③ 削孔用：削岩機

　④ 削岩機用ビット：径36㎜

・所定アンカーボルト位置の墨出しを行い、Φ36㎜・深さ250㎜で削孔してください。
・アンカーボルトを回転させながら、樹脂カプセルを攪拌・混合し埋込みを行ってください。

※あふれ出た樹脂は直ちに除いてください。

・先付用金具をアンカーボルトに取付けてください。
・構造物内の配筋などに溶接し、アンカーボルトの建込みを行ってください。

・車止め割付図をもとに、アンカーボルト位置を出してください。

■削孔寸法/アンカー埋込み寸法

■アンカー建込み寸法

■アンカー埋込み状況■削孔状況

■アンカー準備

後施工：アンカーボルト埋込み手順

先施工：アンカーボルト建込み手順

必    要    工    具

硬化時間の目安

夏季：20分(25℃)
冬季：75分(  5℃)

※水に濡れた場合は
   約2倍の硬化時間が
   必要です。

M30×330 + 先付アンカー金具

計画高

配筋

Φ36 必要樹脂量:135

溶接

①

②

③

④

アンカーボルト

車止め長さ3500～2500
( 単位：㎜ )

● 車止め標準割付図

200 200



建てたアンカーボルトに合わせ、端部パーツを仮置きし
てください。

本体をアンカーボルトに合わせ、端部パーツに乗せると
同時にはめ込んでください。

① 端部パーツ設置

③ 本体 固定

② 本体 設置

・固定用孔を天端キャップで蓋をしてください。

※いたずら防止の為、天端キャップは孔に対してタイトに
　なっています。石鹸水等を付けると滑りが良くなり、
　入れやすくなります。

④ 天端キャップ取付

各    部    詳    細

天端キャップは、内部の突起がしっかりはまるまではめてください。
※掛りが浅いと外れる恐れがあります。

掛りが浅い状態しっかりとはまった状態

天端キャップの納まりについて

樹脂ワッシャー ※

樹脂ワッシャー

・平座金、スプリングワッシャー、ナットの順番で部材
　をセットし、しっかりとナットを締めこんでください。

※SUS 製アンカーボルト使用時のみ、樹脂ワッシャー
　　を平座金の下に取付けてください。


